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 １．事業の目的

一般国道４号は、日本橋を起点とし宇都宮、郡山、福島、仙台、盛岡を経て青森市に至

る延長約 850km の路線であり、旧来から首都圏と東北地方の交流を支える主要幹線道

路として重要な役割を担ってきました。

埼玉県越谷市から栃木県宇都宮市に至る延長約80kmの新４号国道がバイパスとして

整備された（平成３年度全線暫定供用）ため広域交通はバイパスに転換しており、現在は

宇都宮市の都市内・都市間交通を支える幹線道路としての役割を担っています。
にしはら

西原交差点・
か わ だ

川田
いりぐち

入口交差点は宇都宮市内の一般国道 119 号との分岐点に位置し、

宇都宮市内へ向かう交通や
か ぬ ま

鹿沼ＩＣ方面に向かう交通、市内を通過する交通等が輻輳し、

慢性的な交通渋滞が発生しています。

評価対象の西原交差点改良は、市道（
さんぎょう

産業
ど お り

通り）のアンダー立体化に伴う、国道４号の

交差点改良事業（Ｌ＝０．７ｋｍ）です

・宇都宮中心市街地の混雑・渋滞の解消

西原交差点改良
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 ２．事業を取り巻く社会状況（現状の問題点）

（１）本事業区間の交通状況

①　交通状況
西原交差点周辺の交通量は 24,300～42,000（台／日、混雑度は 1.4～2.4 と高く、
交通需要に対して道路の交通容量が不足しています。

　
国道４号

（宇都宮市西原）

栃木県

直轄国道平均

（参考）世田谷通り
（東京都世田谷区桜ヶ

丘一丁目）

（参考）環八通り
（東京都世田谷区上用

賀五丁目）

現況交通量 42,034(台/日) 31,360（台／日） 28,147（台／日） 76,928（台／日）

混雑度 2.44 1.31 2.05 1.95

人身事故率 391.1件／億台ｷﾛ 62.5件／億台ｷﾛ － －
（資料）交通量等　国道４号：平成16年７月29日交通量観測結果

栃木県直轄国道平均：平成11年道路交通センサス
　　　　　　　事故率　　平成13年交通事故統合データ
　　　　　　　東京都のデータ（参考）は、いずれも平成11年道路交通センサス
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②　著しい渋滞
川田入口交差点における渋滞は著しく、交差
点を通過するのに最大２４分を要するなど、地域
の社会経済活動に大きな影響を及ぼしていま
す。

③　多発する交通事故
西原交差点周辺は交通の集中が著しく、死傷事故率が非常に高くなっています。
死傷事故率は、市街地内の平面交差点が多い路線で多発する傾向があり、交差点
の立体化により、交通事故の抑制を図る必要があります。

国道４号の死傷事故率　　　　　　　　　　　　　　　西原交差点周辺の交通事故の内容

（資料）平成13年交通事故統合データ

事故の原因別事故件数（件／年）
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（国道４号川田入口交差点南→宇都宮市街方面）

交差点停止車両への追突、

右折時の事故がほとんど

→交差点立体化により解消
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④　幹線的なバス路線

西原交差点には、宇都宮駅～
え そ

江曽
じ ま

島車庫間のバス路線が通り、バス運行本数は合

計１４７本／日と幹線的なバス路線となっています。しかし、旅行速度はピーク時で１４ｋ

ｍ／ｈ、最大でも２５ｋｍ／ｈと低下しており、通勤などの市民の交通に多大な影響が生

じています。

資料：関東バス時刻表（H15.5.1改正）

資料：H15プローブデータ（バスによる旅行速度データ）
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（２）周辺地域の関連事業

　西原交差点改良は、宇都宮市の事業である都市計画道路産業通りの整備と一体となっ
て実施されます。
産業通りは、国道４号と新４号国道の中間に位置し、宇都宮東部～南部～西部地域を
連絡し、工業流通系拠点や土地区画整理事業区域等の新たな拠点の利便性を確保しま
す。
産業通りの整備は、沿線で計画されている土地区画整理事業の整備と併せて進められ
ます。

　

図中番号 地区名 面積 事業主体 整備状況

① 東部土地区画整理事業 　321.1ha 栃木県 計画中

② 下栗平松本町土地区画整理事業 　45.8ha 組合 平成5年～平成17年
③ 欠下土地区画整理事業 　9.7ha 組合 平成5年～平成15年
④ 城東土地区画整理事業 　26.1ha 宇都宮市 平成7年～平成16年
⑤ 安又土地区画整理事業 　22.2ha 組合 平成7年～平成16年
⑥ 長宮土地区画整理事業 　4.0ha 組合 平成9年～平成14年
⑦ 宇都宮大学東南部第１地区土地区画整理事業 　48.2ha 宇都宮市 平成11年～平成19年
⑧ 宇都宮大学東南部第２地区土地区画整理事業 　－ － 計画中

西原交差点関連事業図
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 ３．計画の概要

　区 間        自：栃木県
う つ の み や し

宇都宮市
にしはらまち

西原町

至：栃木県
う つ の み や し

宇都宮市
にしはらまち

西原町

　計画延長        Ｌ＝０．７㎞

　構造規格        第３種第１級

　設計速度        ８０ｋｍ/時
　車 線 数        ４車線

　全体事業費        約１００億円

横断図　（国道４号川田入口交差点）

現況

計画
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平面図等　（国道４号川田入口交差点付近）

現況 計画
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 ４．事業の経緯

昭和５７年度

平成　３年　２月

平成　３年度

平成　５年度

平成　８年度

平成１２年度

平成１３年度

平成１４年度

事業着手

都計変更

用地買収着手（国土交通省）

市道部(産業通り)用地着手（宇都宮市）
ＪＲ東北本線部（切替）用地着手（ＪＲ）

工事着手（暫定：川田入口交差点の右折レーン延伸）

市道部（産業通り）工事着手（宇都宮市）

ＪＲ東北本線部（切替）工事着手（ＪＲ）

工事着手（川田入口交差点の立体化）（国土交通省）
　　　　　　　　　　　　

国道４号

ＪＲ東北本線
産業通り

産業通り

至　福島

至　東京

産業通り

至　宇都宮市街

一般国道119号

一般国道４号
ＪＲ東北本線

西原交差点

川田入口交差点

東京方面福島方面
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５．事業の進捗

（１）当初の予定

西原交差点改良は、昭和５７年度に事業化し、平成３年度に現在の構造で都市計

画変更され、平成３年度から用地買収に着手し、早期に整備効果を発現すべく平成１

２年度の供用を目指して事業を推進していました。

（２）現在の状況

事業の実施に当たっては、整備効果を早期に発現するため、順次整備を進めてき

ております。

平成８年度から川田入口交差点の右折レーンの延伸を行い（平成９年度完了）、平

成１４年度に川田入口交差点の立体化の工事を着手しました。

現在、川田入口交差点の立体化に向けて事業を推進中であり、西原交差点につい

ても拡幅工事を進めております。

（３）事業遅延の理由

本事業は、昭和５７年の事業化後、平成３年度より国土交通省・宇都宮市において

用地買収に着手しているところですが、ＪＲ東北本線の立体化に伴う線路切替用地の

買収や産業通り立体化用地の一部に公図混乱地区があり用地取得に難航し時間を

要しているため、供用目標を遅延することとなりました。

（４）今後の予定

平成５年度にＪＲにおいて用地着手、平成１２年度に宇都宮市、平成１３年度にＪＲ

において工事に着手しており、今後、平成１９年度の完成供用を目指して、事業を推

進してまいります。

全体事業費 約１００億円

うち用地費 約５６億円

執行済み額 約７０億円（約６２％）

うち用地費 約５０億円（約９０％）

残事業費 約３０億円

供用済み延長 ０．０ｋｍ
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（４）費用対効果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

国道4号 西原交差点 L=0.7㎞ 二次改築 現拡

計画交通量 車線数
(台/日) 　

39,600 4

① 費　用 単位：億円

　 改　築　費 維持修繕費 合　　　計

基 準 年 平成１６年

単純合計 94 億円 7 億円 101 億円

基準年における

現在価値 (Ｃ) 99 億円 3 億円 102 億円

② 便　益 単位：億円

　
走行時間

短縮便益

走行費用   
減少便益

交通事故   
減少便益

合　　　　計

基 準 年 平成16年

供 用 年 平成20年

初年便益 10 億円 0.1 億円 0.1 億円 10 億円

基準年における

現在価値 (Ｂ) 209 億円 3 億円 1 億円 212 億円

③ 費 用 便 益 比

Ｂ／Ｃ 212億円（総便益）／102億円（総費用） 2.1



11

  ６．道路整備の効果

（１）混雑解消

西原交差点の改良、都市計画道路産業通りの整備等により、交通容量の増大が図
られ、国道４号の混雑が緩和します。

●国道４号（西原交差点）の混雑緩和

（資料）　整備前　速度：平成１５年プローブデータにおける平均速度

混雑度：平成１６年交通量観測結果

整備後　交通量推計結果

 

西原交差点の渋滞状況
（国道４号　西原交差点南→宇都宮市街方向）

西原交差点の旅行速度・混雑度
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（２）ピーク時の交差点通過時間の節約

現在西原交差点においては、ピーク時に著しい渋滞が発生し、交差点を通過する
のに最大２４分を要していますが、交差点改良に伴い、交差点通過に要する時間が
大幅に解消され、路線バスの通過時刻の定時性も確保されます。

　　
（現況：Ｈ１６） （整備後）

資料：平成16年７月29日

実態調査結果による

産業通り（川田入口交差点→鹿沼IC方向）

国道４号
（川田入口交差点南→宇都宮市街方向）

渋滞解消

（１００％）

（２４％）
（５６％） （２０％）

川田入口交差点に流入する交通
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（３）安全性の向上

西原交差点改良（川田入口交差点の立体化、中央分離帯の整備等）により、交通
事故が減少し、安全性が向上します。
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事故件数 事故率

川田入口交差点（右左折車両により交通が輻輳）

川田入口交差点における死傷事故率の変化

（資料）現況：平成13年交通事故統合データ
　　　　整備後：西原交差点整備後の交通量配分結果を用い

た推計値
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  ７．今後の対応方針（原案）

（１）事業の必要性等に関する視点
国道４号及び国道119号は宇都宮市の都市内・都市間交通を支える重要な幹線道
路ですが、西原交差点及び川田入口交差点では慢性的な渋滞が発生し、地域の物
流、通勤交通等にとって大きな障害となっています。
当該交差点における混雑緩和を図り、適切な交通の分散・誘導を図り、併せて事故
減少による安全性を向上をさせるため、都市計画道路産業通りの整備と合わせた西
原交差点の改良が必要です。

（２）事業進捗の見込みの視点
用地の取得は９５％完了しており、西原交差点の混雑緩和などの整備効果を早期
に発現するため、早期の整備を目指して事業を推進しております。
都市計画道路産業通りの整備、ＪＲ東北本線の切り替え工事と併せて平成１９年度
の完成供用を目指します。

（３）コスト縮減や代替案立案の可能性による視点
現計画は、周辺開発計画、道路ネットワークの観点から最も妥当な計画であると考
えられます。なお、工事施工にあたっては、コスト縮減に資する工法や新技術の積極
的活用など、コスト縮減に努めるとともに工期短縮を図り、併せて整備効果の早期発
現を図るよう事業を推進します。

（４）対応方針
当事業は継続が妥当と考え、宇都宮市の都市計画道路産業通り、ＪＲ東北本線切
り替え事業等との整合を図り、平成１９年度の供用を目指して事業を推進します。

（５）他事業への反映
本事業は交差点改良事業であり交差する道路事業、近接する鉄道事業等と一体
的な進捗を取りながら早期に整備効果を発現するため事業を推進しています。今後
の事業におきましても、早期供用を目指して関連事業および周辺開発計画にあわせ、
関係事業者と綿密に調整を図りながら事業を推進することが重要であると考えられま
す。
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・他の計画における事業の位置づけ

計画名 策定者 位置づけ

宇都宮都市圏の交通マ

スタープラン（平成８年）

宇都宮都市圏総合都市交通計

画協議会

将来道路網体系における都市主要幹線、都市

内幹線として位置づけられている。

宇都宮市都市計画マス

タープラン（平成12年）
宇都宮市

東西交通の円滑化や都心部の渋滞解消に資す

るため、産業道路の早期整備を推進する

  

参考資料
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・客観的評価指標

1 ● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

2 ■ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

3 □

4 ■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

5 ■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

6 □

7 □

8 □

9 □

10 □

11 □

12 ■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

13 ■ 中心市街地内で行う事業である

14 □

15 ■ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

16 □

17 □

18 □

19 □

20 □

21 □

22 □

23 □

24 □

25 □

26 □

27 □

28 □

29 □

30 ■ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

31 □

安全で安心できるくらし
の確保

32 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

33 □

34 □

35 □

36 ■ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業
計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸
送道路」という）として位置づけあり

37 □

38 □

39 □

40 □

地球環境の保全 41 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

42 ● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

43 ● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

44 □

45 □

46 □

47 ■ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他 48 □

３．安全

個性ある地域の形成

国土・地域ネットワーク
の構築

都市の再生

安全な生活環境の確保

災害への備え

１．活力

物流効率化の支援

円滑なモビリティの確保

５．その
他

他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの関係

４．環境

生活環境の改・保全

新５計該当項目 指標

２．暮ら
し

歩行者･自転車のための生
活空間の形成

無電柱化による美しい町
並みの形成
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１－（１）円滑なモビリティのための確保

１． 年間渋滞損失時間及び削減率［費用便益分析対象リンク］

渋滞損失時間（現況）  ・・・　　　２８，０５８，０００人・時間／年
　　　渋滞損失削減時間 ・・・ 　　　　７４，０００人・時間／年

　　　　　　　　　　　　　 （１２，６９９，０００人・時間／年→１２，６２５，０００人・時間／年）
　　　削減率 ・・・ ０．１％削減

１． 年間渋滞損失時間及び削減率

　　［国道４号＋産業通り］

　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間　　 ・・・　１０６，０００人・時間／年
　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失削減率　・・・　１０割削減

１－（１）円滑なモビリティのための確保

　４．現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在

する

　　　利便性向上が見込まれるバス路線

・宇都宮駅～江曽島車庫（147本/日）、
・宇都宮駅～雀宮自衛隊前・石橋駅（70本/日）

１－（１）円滑なモビリティのための確保

　５．新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

　　　石橋町（役場）～宇都宮駅　４４分⇒３３分

１－（３）都市の再生

１２．市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

　　　下栗平松本町土地区画整理事業（宇都宮市）等

１－（３）都市の再生

１３．中心市街地内で行う事業である

　　　市街地の状況、道路整備による効果等

（沿線は準工業地域、工業地域であり、富士重工工場等の大規模工場が近接

する。道路整備により交差点に集中する交通の分散が期待できる）

２－（３）安全で安心できるくらしの確保

３２．三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

　　　自治医大病院～宇都宮市役所（５０分→３９分）
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３－（２）災害への備え

３６．対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地

震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計

画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり。

　　　[栃木県緊急輸送道路ネットワーク計画]（第１次緊急輸送道路）

４－（１）地球環境の保全

４１．対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量
　　　ＣＯ２ ・・・ １，８００ ｔ ／年［費用便益分析対象リンク］

４－（２）生活環境の改善・保全

４２・４３．現道等における自動車からのＮＯ２及びＳＰＭの排出削減率

［国道４号西原交差点～川田入口交差点　0.7km］
　　　ＮＯ２ ・・・ ２割（２．４ｔ ／年）
　　　ＳＰＭ ・・・ ２割（０．２ｔ ／年）

５－（１）他のﾌ゚ﾛｼｪ゙ｸﾄとの関係

４７．他機関との連携プログラムに位置づけられている

道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムの策定主体、

策定時期、プログラムにおける当該事業の位置づけ等

宇都宮市都市計画マスタープラン（宇都宮都市圏総合都市交通計画協議会（平

成８年））　将来道路網体系における都市主要幹線、都市内幹線として位置づけ

られている。


